
  

 

 

 

 

 

 

 

 

8・30大行動まで１０日 
無視できない世論と運動で日本を覆いつ
くし、安倍政権を包囲しよう 

 
「戦争法案廃案！安倍政権退陣！8・30国会 10 万人・全国 100 万人大行動」まで 10 日、準備は

全力で進められています。 

国会･霞ヶ関周辺に 10万人を結集する作戦も着々と進んでいます。 

全国の取り組みは、集計（19 日 12 時現在集約途中、半数強の都道府県のみ集約）しただけでも

100 以上（前後 2日間＝8月 28日から 9月 1日までを含む）が報告されています。これは県段階や

市・区段階など比較的大きな規模のものだけです。さらに草の根の運動計画＝町内や街角、家族・

家庭での取り組みなど＝を掌握すれば、膨大な取り組みになりそうです。 

文字どおり、国会 10 万人、全国 100 万人の大行動を成功させ、安倍政権を根底から揺さぶり、

戦争法案廃案、安倍政権退陣を実現しようではありませんか。 
 

埼玉・新座市で「市民共同アピール」 1203人が賛同 
 埼玉県新座市で、「私たちは戦争法案に反対します！」のアピール運動が 7 月中旬から取り組ま

れ、8月 11日現在 1203人が賛同しました。呼びかけは「戦争させない！オールにいざ実行委員会」

です。同実行委員会は、同市在住･在勤の大学教員、弁護士、病院長、住職、音楽家などの幅広い

人たちのよびかけで作られ、集会やパレード、学習会、国会行動などを持続的に取り組んでいます。 

 今回、78人の呼びかけた賛同運動は一気にひろがりました。現在連名のチラシ（Ａ3判 2 ページ）

にして、市内全戸への配布が進められています。 
 

兵庫・丹波市では著名人の呼びかけに 500人が賛同 
 丹波市では、兵庫県の著名人 8人（池辺晋一郎、一海知義、内田樹、浦部法穂、小山乃里子、河

野太通、妹尾河童、和田進の各氏）による「兵庫県民は、戦争する国づくりを許しません。安倍内

閣の集団的自衛権行使容認・戦争する国づくりに反対します」のアピールに応え、丹波市内の文化

人、宗教者、農業委員、教育関係者、労働組合役員、議員など 45 人が訴え、市民 501 人が賛同を

表明しました（8月 10日現在）。 

 連名のチラシを作成し、丹波市内（2万 5千世帯、人口 6万 7千人）1万部の神戸新聞（8月１５

日付）に折込み、市民に訴えました。 

 取り組みは、丹波市９条の会ネットが事務局をつとめており、引き続き 1000 人突破をめざして

奮闘しています。 
 

明日 20日連続木曜日国会前行動 大きく盛り上げ 8・30成功へ 
 衆議院第二議員会館前を中心に 18時 30分から 19 時 30 分、国会前行動が取り組まれます。昨日

の一斉街頭宣伝に続き、8・30大行動を成功させる大きな飛躍にしようではありませんか。 
 

8月 21日（金）13時から 16時、参院特別委員会集中質疑が行われます。 
総理出席、テレビ中継でおこなわれます。傍聴ご希望はご連絡を 
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